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Schistomitra funeralis BUTLER, 1881 フジ キオ ビ は , ツバ メガ 上 科 に 属す る 昼 飛 性 の 峨 で , 麹 刺 を 有する と と 
や , 後 次 に 2 本 の A 及 を 有する と と な どの 特徴 に よっ て , 現在 で は Epiplemidae フタ オガ 科 に 置か われ て いる . と 
の 1 属 1 種 の 日 本 特産 種 の 幼生 期 の 解明 は , PsyEs (1884) 以来 期待 され て いた る の で , 最近 で は 井上 (1956) や 
田中 (1966) が その と と に 触れ て いる . 

1970 年 夏 , 私 は 偶然 本 種 の 幼虫 を 発見 する 機会 に 恵まれ , 飼育 に よっ て それ を 確認 し , 簡単 に 報告 し た ( 杉 , 
1971). 食 樹 は ツバ キ 科 の ナツ ツバ キ で あっ た の で , 私 は と の 里 の 分 布 に 興味 を も ち , 従来 記録 ミ され て いる 本 種 の 
産地 を 正確 に と り ま と め て お く と と を 思い 立っ た . その 間 に 布 施 英明 , 浜野 栄次 , 春田 俊郎 , 石川 良輔, 岩田 一 彦 , 
岸田 泰則 , 森下 和彦 , 中 村 正 直 お よび 山本 光 人 の 諸氏 か ら は 未 発表 産地 の 教 ボ を 受け , 私 が 意図 し た より も いっ そ 
う 充 実 し た 資料 を 得る と と が で きた の で , と と 公表 し て 上 記 諸 氏 の 御 好 意 に 深く 感謝 の 意 を 表す る ・ 











フジ キオ ピ の 既知 産地 


本 種 は BUTLER (1881) に より “Fusiyama” お よび “Nikko” の 標本 に 基 い て 記載 され た . 最初 の 地名 は , の 
ち に PsysR (1884) が “Fujisan” と し て 引用 し て いる の で , 富士 山 を 意味 する と と は 明らか で あり , 本 種 の 和 
名 $ それ に 由来 する . ご く 最 近 の 図鑑 に 到 る まで , それ ら の 産地 は その まま 引用 きれ て いる が (井上 , 1957, 1959), 
すでに 日 本 国内 か ら 報 告 さ れ て いる 20 個所 以上 の 産地 の 記録 は 一 度 も 要約 され に と と が な い . と と に 私 が 知り 得 
た 限り 0 の 産地 を 掲げ て お く ・. 

栃木 県 : 那須 高原 ( 杉 , 1971). これ は 既知 の 最 北 産地 で ある . 

塩原 (片瀬 , 1949). 矢板 市 人 方 が 原 (田中 , 1966). 本 種 を 多 産 する と いう ・. 

日 光 中 禅 寺 湖 畔 ( 杉 , 1971). と の 記録 は BurrEs (1881) 以来 は じ め て 本 種 が 日 光 に 産 す る と と を 確認 し た も 
の で ある . 原 記載 の 産地 “Nikko” が 正確 に どの 辺 を 指す の か は 明らか で な い . 

群馬 県 : [利根 郡 利 根 村 ] 老神 温泉 , 〔 勢 多 郡 赤城 村 ] 深山 , 赤城 山 , [勢多 郡 東 村 ] 沢 入 (以上 赤城 同好 会 , 
1967). これ ら の 産地 は 赤城 山 と その 山麓 に あり , か な り 本 種 を 多 産 する と いう ・ 

熊 ノ 平 (平山 , 1937). 平山 は 本 種 が “従来 態 ノ 平 … 等 ニテ 採集 セラ レ … タ ル モ ” と 記し て いる が , それ 以前 に 
態 ノ 平 を 産地 と し て 挙げ て いる 文献 は な い . その 後 の 図鑑 に し ば し ば 熊 ノ 平 が 出 て いる の は すべ て 平山 の 引用 で あ 
る . し か し と の 周辺 地域 に は 本 種 を 産 す る の で , と の 記事 が あや まり で ある と は 断定 で き な い ・ 

有 霧 積 温泉 . 浜野 栄次 氏 の 教示 に よる . 

礁 水 峠 (河田 , 1932, 1950). 正確 な デー タ は 発表 され て いな い . 

多野 郡上 野村 . 布施 英明 氏 の 教示 に よる . 同氏 は か な り 以 前 に 本 種 を 得 ら れ た と いう . 

甘楽 郡 下仁田 町 、 山 本 光 人 氏 の 教 が に よ る. 

埼玉 県 : 三 蜂 山 山 麓 一 帯 , に 秩父 郡 大 清 村 ] 二瀬 か ら 栃 本 へ か け て 多 産 する (市 川 , 1962) . 

東京 都 : 奥多摩 六 石 山 ( 平山] , 1936 ; 平山 , 1937). 秦 田 俊郎 氏 も 奥多摩 日 原付 近 で 本 種 を 採集 きれ た 旧 の 
教示 を 得 た ・ 

新潟 県 : “三国 地方 ” (荻野 , 1967). 野平 ・ 荻 野 (1953) は , 新潟 県 産 の 旧 類 目録 に は じ め て 本 種 を 加え た が , 
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デー タ は 示さ れ な か っ た だ ・ 桜井 (1963) は これ を 唯一 の 記録 と し て 引用 し た . 野平 安芸 雄 博士 の 死後 , その 標本 が 
現存 する と と が 判り , 桜井 (1970) に よっ て 再 記録 きれ た が , ラベ ル は 単に “エチ ゴ ” と 記さ れ て いて , 正確 な 産 
地 は 明らか で な い . し か し 荻野 (1967) が , 野平 博士 と 同行 し て “三国 地方 ” で フジ キオ ビ を 捕え た 旨 を 記し て い 
る の で , と と で は その よ うに 扱っ て お く . 

長野 県 : 軽井沢 町 小瀬 温泉 . 中 村 正 直 , 岩田 一 彦 両氏 の 教示 に よる . 長野 県 唯一 の 本 種 の 産地 で ある が , 地理 的 
に は 群馬 県 西南 部 の 既知 産地 と 接近 し て いる . 

山梨 県 : 大 井藤 山塊 上 日 川 貴 (永吉 ・ 森 ・ 渡 辺 , 1969). と の 山塊 の 山麓 部 に は か な り 本 種 を 多 産 し , この 記録 
の ほか に , 森下 和彦 氏 は 初 鹿野 一 帳 峨 塩 間 の 日 川 林道 で , 岸田 泰則 氏 は 裂 石 で , 石川 良輔 氏 は 柳沢 峠 で それ ぞ れ 本 
種 を 採集 され て いる 旨 教 を 得 た ・. 
静岡 県 : BorLgR (1881) の 模式 産地 の 一 つ で ある “Fusiyama” が 富士 山 の ど ちら 側 の 山麓 を 指す か 明らか で 
な い . その 後 富士 山 周辺 で は 本 種 は 確認 され て いな い . 

岐阜 県 : 本 巣 郡 根尾 村 水 鳥谷 (氷室 , 1952). 

福井 県 : 敦賀 市 木 芽 峠 (井崎 , 1965, 1971). 

滋賀 県 : 比良 山 (水野 , 1968). 

京都 府 : 京都 市 左京 区 〔I 旧 大 原村 ] 大 見 ( 柴 谷 , 1940). 

兵庫 県 : 突 栄 郡 波 賀 町 戸倉 (山本 , 1968). 

岡山 県 : 苫田 郡 羽 出 村 ( 道 信 , 1966). 
広島 県 : 比 疲 郡 西城 町 熊野 , 同 立 鳥 帽子 山 磐 (中 村 , 1958, 1961), 高野 町 下 湯川 永谷 (中 村 , 1960, 1961), 
同 奥 門 田 一 大 万 木山 麓 (中村, 1964). 
山県 郡 尊 平 町 戸谷 (中 村 , 1962), 同 平家 山 (板倉 , 1962), 同 戸河内 町 三 彼 峡 (宮本 , 1983 ; 清水 , 1965 ; 沢 
野 , 1969). 

広島 県 の 北部 山地 に は 多数 の 産地 が 報告 され て いる . 宮本 (1938) の 記事 は , 同 県 最初 の 記録 で ある が , その 後 
の 研究 者 に よっ て 見 落 き され, 一 度 $ 引 用 きれ て いな い . 

愛媛 県 : 面河 渓 (石原 ほか, 1953). この 産地 は , 本 州 以外 の 唯一 の ちの で ある . 

以上 の 産地 を 地図 上 (に 示し た の が Fig. 1 で ある . 本 種 は 栃木 県 北部 山地 を 北限 と し て 関東 平野 の 周辺 山地 人 分 
布 し , 特に 赤城 山 周辺 , 確 氷川 付近 , 秩父 山地 か ら 奥 多摩 地方 お よび 大 草 藤 山 匠 に は か な り 多 産 する ・ 一 方 本 州 西 
部 で は 中 園山 脈 た 沿っ て その 南面 と 多く の 産地 が あり , 東端 は 比良 山 か ら 湖北 山地 に 及 ん で いる が , 本 州 中 部 に は 
か な り 広 い 空 白地 帯 が 残さ れる ・ 本州 以 外 で は 四国 の 面河 渓 が 唯一 の 産地 で , 九州 か ら は 発見 され て いな い . 























Fig. 1. Distribution map of Schistomitra funeralis BUTLER. 
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食 樹 と その 分 布 


本 種 の 食 樹 は Theaceae ツバ キ 科 の Stewartia pseudo-camellia MAxrM. ナツ ツバ キ で ある . Stewartia 属 の 
植物 は 中 国 の 揚子江 流域 か ら 日 本 へ か け て , 瞬 温 帯 に 6 種 を 分 布 す る ほか , 北米 東部 (に も 1 種 を 産 し , 植物 地理 学 
上 東北 アジ アー 北米 東部 の 共通 要素 の 一 つと し て 知ら れ て いる . ナツ ツバ キ は アジ ア の と の 属 中 も っ と も 北方 に 偏 
し て 分 布 す る も の で , 福島 県 以 南 の 本 州 と 四国 , 九州 , 対馬 に 自生 し , 500 て 1000 m く らい の 山地 に 多い り . 

Stewartia 属 の 植物 は , Pseudandraca gracilis (BUTLER) カギ バ モ ド キ , Pseudofentonia nihonica (WILEMAN) 
オオ ネグロ シャ チ ホ コ , Cosmia sanguinea SUGI ヒイロ キリ ガ な ど 日 本 特産 と され る 旧 の 唯一 の 食 樹 と な っ て い 
る が , 今回 きら に フジ キオ ビ を 加え る と と に な っ だ た. 注目 すべ き と と は , フジ キオ ビ ピ 以 外 の 3 種 は , ナツ ツバ キ と 
同属 の ゞ . monadelpha SrgB. et ZUcc. ヒメ シャ ラ る 幼虫 が 見 出さ れ , 成虫 の 分 布 か ら ぉ も その と と が 推定 され 
る の に 対し , フジ キオ ビ の 肢 知 産地 は ヒメ シャ ラ の 分 布地 域 を は ば 完全 に 避け て いる 点 で ある . ヒメ シャ ラ の 分 布 
は , 表 日 本 の 年 間 降雨 量 1800mm 以上 の 地域 に 限ら れる と いう の で 2, これ を 採用 すれ ば , フジ キオ ビ の 分 布 は 
年 間 降雨 量 1800 mm 以下 の 比較 的 乾燥 し た 内 陸地 帯 に 限ら れる こと に な り , 将来 の 分 布 調査 の た め の 一 つの 指針 
と な る で あろ う . 





周年 経過 と 習性 


本 種 は 年 1 化 , 踊 で 越冬 し , 晩 春 か ら 初 夏 こ にかけて 成虫 が 出現 し , お そい 例 で は 7 月 に 採集 され た 記録 が ある 
(板倉 , 1962 ; 井崎 , 1971). [平山 ] (1936) は , 8 月 に 多数 目撃 され た と と を 記し て いる が , と れ は お そら く 
誤り で あろ う . その よう な 記録 は ほか に 見 当ら な い . も っ と る 早い 採集 例 は 4 月 29 日 で ある が (清水 , 1965), お お 
な ね 5 月 中 旬 か ら 6 月 中 旬 ご ろ が 本 種 の 発生 盛 期 で あろ う . 蜂 は 昼間 飛 争 し , ミツ バウ ツ ギ (中 村 , 1961, 1962), 
ウツ ギ (氷室 , 1952), アキ グミ (中 村 , 1961 う ), ナ ワ シロ グミ (田中 , 1966) 等 の 花 に 飛来 し て 吸 蜜 す る . また 蝶 
の よう に 湿地 に 降り て 吸水 する と こと も ある と いう (清水 , 1965). 私 は 浜野 栄次 氏 が 撮影 され た 吸水 由 の フジ キオ 
ビ の カラ ー ス ライ ド を 見 る と と が で きた ぅ 、 

賊 の 産卵 行動 は 観察 きれ て いな い が , 私 は 1971 年 6 月 26 日 , 群馬 県 赤城 山大 沼 湖畔 と 赤城 山中 腹 で , か な り 大 
きい ナツ ツバ キ か ら , 葉 裏 に 1 個 ず つ 産 付 さ れ た 卵 を 見 る と と が で きた . 幼虫 は 7 月 下旬 な いし 8 月 上 旬 ど ご どろ に 終 
令 と な り , か な り 丈 夫 な マユ を 作っ て 時 化す る ( 杉 , 1971). 





幼 虫 の 形 熊 

幼虫 は 円 筒 形 , 正常 な 腹 脚 を る 有する. 生 時 は 白色 上 帳 状 の 分 滋 物 に じ に おおわれ, 表皮 は 裸 出 し て いな い . 頭 部 は 黄 褐 
色 , 胴 部 は 緑 白色 で は ほとんど 無 紋 で ある . 一 次 刺 毛 は 繊細 で みとめ が た く , 刺 毛 基板 は 発達 し な い . 二 次 刺 毛 を 欠 
く が , 腹 節 の SD 2 の 上 方 に ほぼ ば 同 長 の 1 過剰 刺 毛 を 加え , L 3 東毛 の 水準 に も 1 一 2 本 の 過剰 刺 毛 を 有する . SV 
群 は 第 1 腹 節 で 2 刺 毛 , 第 2 腹 節 で 3 刺 毛 が みとめ られ , 第 8 て 6 腹 節 の 腹 脚 側面 に は 5 本 の 刺 毛 を 有する . 腹 肢 
の 銘 爪 (crochets) は 三 列 状 (triordina1) で , 数 は 27~32. 鍋 爪 の 形 は 正常 で , 内 側 に 小 歯 を も つこ と は な い . 
幼虫 の 外見 は Psychostrophia melanargia BUTLER キン モン ガ と よく 似る が , 腹 脚 銘 爪 が 三 列 状 で ある 点 で は 
Epicopeéia hainesii HOLLAND アゲ ハモ ドキ と 一 致す る . フタ オガ 科 の 代表 的 な 属 Epiplema の 幼虫 は, フジ キ 
オビ や キン モン ガ が ガ の 幼虫 と か な り 相 違 が だ あり, 螺 状 物質 を 分 泌 す る こと る ない . 


付 記 
本 稿 の 主題 と は 直接 関係 し な い が , 二 三 の と と を 付記 し て お きた い . 本 種 の み \ の 差異 に つい て 述べ た 文献 は 少 





1) ナツ ツバ キ 及 び ヒ メシ ャ ラ の 分 布 図 は , 林 弥栄 , 1969, 有用 樹木 図説 , 林木 編 ( 誠 文 堂 新光 社 ): 269-271 
(て 出 て いる . 

2) 山崎 敬 , 1959. 日 本 列島 の 植物 分 布 . 自然 科学 と 博物 館 26 (1/2) : 1-19。 と く Fig. II, 3. 

3) こと この 写真 は すでに “アサ ヒ グ ラ フ ” に 掲載 され た 由 で ある が , 私 は まだ 掲載 誌 を 見 る 機会 を 得 て い な い . 

4) 児玉 行 , 1959.、 キス ジ シ ロフ タラ ヲ (Epiplema cretacea BUTLER) の 幼虫 . 蝶 と 昌 10 (1): 7-9. 
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な い が , @ ふ の 触 角 は 両 格 歯 状 で , その 枝 は 著しく 長く , \ で は か な り 太 
い 和 糸状 で ある . \ に は 麹 刺 を 欠く . 玩 表 の 斑紋 は 愚 色 部 の 発達 に 多少 の 
変異 が みとめ られ る が (Figs. 2 一 4), 性 に よる 差 は な い . た だ し 私 
が 羽化 きせ た 4 頭 中 1 頭 の * で は 地 色 は や や 黄色 味 が 少な く , 他 の 3 頭 
の に 比べ 白っぽい . 石原 ほか (1958) は “退化 次 ” を 有する \ 1 頭 を 
図示 し た が , と これ は 井上 (1959) が 推定 し た よう 人 監 型 の 個体 で あっ て 
正常 な p で は 贅 は 完全 に 発達 し て いる . 元 来 BOTrrgR (1881) が 原 記 
埋 に 用 いた 標本 は や で あっ た し , これ まで に も と 思わ れる 個体 は いく 
つか 図示 され て いる (市 川 , 1962 : 道 信 , 1966). 

BUTLER (1881) は この 戦 を “Chalcosiidae” の 新 届 新種 と し て 記載 し 
た . と の 科 名 は 当時 ホタル が ガ が, アゲ ハモ ドキ , ツバ メガ の 一 部 な ど 昼 飛 
性 の 蜂 を 含め た 人 為 的 な 群 に 対し て 使用 され て いた も の で ある . PRYER 
(1884) は と の 処置 に 疑問 を 表明 し , 幼虫 を 知る 必要 の ある こと を 述べ 
た が , 彼 自身 は シャ ク ガ 科 の 一 種 で は な いか と 考え た . LEECH (1888) 
は この 昆 を イカ リモ ン ガ 科 に 配列 し , と の 扱い は STRANp (1911) に よ 
っ て 引継 が れ た . GaAgpg (1915) は 再び と の 峨 に Nossa niphona と い 
う 名 を 与え を た が , と の 名 は も ちろ ん シノ ニム で ある . し か し GAgEpg は 
は じ め て この 旗 が 広義 の ツバ メガ 科 に お か れ て いる 昼 飛 性 の Wossg 
KirBgy( 一 4tossa MooRg) (模式 種 は カシ ミー ル 産 の 4tossa nelcinna 
Mooss) に 近 縁 で ある と と を 示し た . SgiTz (1933) で は Uraniidae 
ツバ メガ 科 (現在 Epiplemidae フタ オガ 科 と され る 和 群 を 含む ) と し て 
解説 され て いる . 今日 で は フタ オガ 科 は 独立 し た 科 と する の が 普通 で , 
Schistomitra, Psychostrophia, Nossa の 3 属 は この 科 に 含ま れる も の 

















Figs. 2-4. Schistomitra funeralis 


こさ れ て いる ・ BUTLER. Nikko-Chuzenii, 
上 述 の Nossa と いう 属 は , 日 本 で は 一 度 $ ぉ 紹介 きれ た と と が な い が , reared from larva in 1970. 
2, 3: づ , 4: g. 


カシ ミー ル , アッサム , 中 国 , 朝鮮 , ア ムー ル に わた っ て 相互 に 近 緩 な 6 
種 を 産 す る . 賊 は フジ キオ ビ よ り も る いっ そう 大 型 で , その 斑紋 は し ば し ば シロ チョ ウ 科 の ある 和 群 , Delias subnubila 
群 [ ワ イル マン シロ チョ ウ な ど ] や 4poria (=Metaporia) [ミヤ マシ ロ チ ョ ウ な ど ] K 近 似 し て いる と いわ れる 
CSTRAND, 1911 : Sgrrz, 1933). この と と は , フジ キオ ビ が 多く の 場所 で ウス バシ ロ チ ョ ウ と は ば 時 期 を 同じ く 
し て 出現 し , 斑紋 が や や 類似 し て いる と と と よく 対応 し て いて 興味 深い . 
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Summary 


The distribution, food-plant and early stages of Schistomitra funeralis BUTLER are discussed here 
in some detail. This species is an isolated diurnal moth endemic to Japan, and is standing now as 
an outlier of the Epiplemidae. The food-plant on which I found larvae is Stewartia pseudo-camellia 
MAxrM. (Theaceae). The larva is naked, but when alive densely covered with white waxy secretion 
like that of Psychostrophia (on Clethra) and Epicopeia (on Cornus). The moths fly in May to June. 
This species is distributed in somewhat ]imited areas of the interior mountains of central to western 
Honshu and also in an isolated habitat in Shikokn. 
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